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	英国においてｖＣＪＤの発生が減少

我が国において７例のＢＳＥが確認されていますが、ＢＳＥと極めて関連が深いｖＣＪＤの発生が英国において減少しているとの報告が3月6日付けの欧州連合疫学週報に掲載されましたのでお知らせします。

雑　誌　名    Eurosurveillance　Ｗeekly ， Volume７－Issue10（06／03／2003）

文　献　名    Decline in the incidence of variant Creutzfeldt-Jakob disease in the UK

（英国において変異型クロイツフェルト・ヤコブ病の発生が減少）

報  告  者    Nick Andrews and Anna Molesworth（英国公衆衛生研究所感染症監視センター）
内      容

2002年12月末における英国における変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（以下vＣＪＤ）の確定と予想数が報告され、129人の感染が確認されました。

４半期分析で、初めてvＣＪＤの減少が確認された。これは短期間の死亡者の確定数だけでなく、翌年以降の発症予想と死亡者を予想しています。

今までの４半期分析では増加の傾向を示していました。しかしながら、最も最近の分析ではこの傾向から異なった傾向を示しています。最高であった2000年には４半期で死亡者及び発症者ともに約５人であったのに、2002年末では死亡者3.9人（発症者3.2人）と減少し始めました。
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＋：今後、発症（Onset）が確認されて増加する可能性あります

以前の増加傾向から減少傾向を意味することは、過去の分析における現在の把握できなかった発症者数の減少だけでなく、同様に来年以降の死者数も短期的には低いものと考えられます。2002年末における発症者数の予想は12人増えて141人（95％信頼度では135から151人）と考えられます。死者数は2003年には13人（95％信頼度では5から23人）と予想されます。最近の死者数の分析結果が報告されました。それでは、2001年から2080年までの死者数は、80人と予想されました。95％信頼度では10から7000人です。以前報告されたものに比べ、2002年にデータを使用して作成した予想の方がずっと低いです。

vＣＪＤによる発症のピークと死亡の傾向が一致しているけれども、次の警告を考えておく必要があります。発症が今後長く続くと考えられ、大流行が考えられます。あるいは、PRNP遺伝子のcodon129の非メチニオン同型結合体遺伝子を持つ個人が影響を受けるとすると、今後、複数の感染ピークが発生することが考えられます。これは、ヒトからヒトへの感染の、第二の伝播の理論的な可能性が考えられます。従って、これらの可能性を調査するために監視及び研究を続けることが重要です。
＜翻訳　笈川＞
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以前の報告では，発症から診断までに要した中間日数が333日、発症から死亡までが401日（衛監協ホット・インフォメーション№40を参照）








